
■室蘭工業大が途中棄権。春季オープン戦が終了

春季オープン戦最終日は７月１３日、札幌市円山競技場で１試合を行い、北
海学園大（昨秋の道学生選手権優勝）と室蘭工業大（同４位）が対戦。北海学
園大が前半を終えて３５－７とリードしたところで、室蘭工業大が途中棄権し
た。春季オープン戦はこれで全日程を終了した。

試合は、北海学園大が第１Ｑ６分、ＲＢ北脇瑠依（１年）の４０ヤードラン
で先制。同１０分にはＱＢ成田滉佑（４年）からＷＲ八乙女凌太郞（４年）へ
の２５ヤードパスで１４－０とした。第２Ｑは３分にＲＢ北脇の３４ヤードラ
ン、１０分にＱＢ成田からＲＢ北脇への８ヤードパス、１１分にはＱＢ成田か
らＲＢ末広大貴（２年）への４５ヤードパスでリードを広げた。

室蘭工業大は第２Ｑ２分、ＣＢ安田進之助（１年）がパスインターセプトか
ら２１ヤードのリターンＴＤで７－１４としたが、反撃もここまで。前半を終
えた時点で熱中症の危険が高まったことなどから棄権を申し出た。

北海学園大の高木幸樹ＨＣは「新人が多いので難しいチーム作りの春になっ
た。ＲＢ北脇は足の速さが魅力。秋に向けてＤＬを鍛えたい」とオープン戦を
総括。３ＴＤのＲＢ北脇は「先週の釧路公立大戦のＴＤは、ＯＬとＷＲのブ
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ロックに助けてもらった。今日は自分のカットバックでＴＤが取れた」と成長
をアピールした

室蘭工業大の半沢伸太郎監督は「札幌の暑さに負けた。体力面の強化が必
要」と課題を挙げ「ＱＢ原田颯太（３年）とＷＲ西京介（２年）のホットライ
ンが良かった」と収穫も強調した。インターセプトリターンＴＤのＣＢ安田は
「ボールが向こうから飛んできて、あれ、取ったという感じ。前が空いていた
ので走った。ＴＤの瞬間にみんなが集まって喜んでくれ、気持ち良かった」と
大喜び。第２Ｑ４分にチーム２つめのインターセプトを決めたＳＦ澤出柊（４
年）は「せっかく流れを変えるチャンスだったのに、反撃につなげられなかっ
た」と悔しがった。

（学連広報委員 塚田博）
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